SCS評価制度 ★3 対応テンプレート（にわとり頭ブログ）
バックアップ・リストア手順書
	このテンプレートの使い方（使用前にこの枠ごと削除してください）
対応する★3の評価基準：4-3-4-1、4-3-4-2、4-3-4-3（「★3・★4 要求事項・評価基準」2026年4月21日版）
【 】の部分を自社の内容に書き換えてください。不要な項目は削除して構いません。
このテンプレートを使うだけで評価基準を満たすことを保証するものではありません。実際の運用・記録とあわせて整備してください。
社内での利用・改変は自由です。テンプレート自体の再配布・販売はご遠慮ください。
自社向けの仕上げや記入の支援が必要な場合は、にわとり頭ブログの「SCS評価制度 対応支援」からご相談いただけます。



	文書名
	【文書名】

	制定日
	【YYYY年MM月DD日】

	最終改定日
	【YYYY年MM月DD日】

	承認者
	【役職・氏名】

	管理部署
	【部署名】



1. バックアップ計画
バックアップの取得対象、取得頻度および保管期間を次のとおり定めます。重要な機密情報は、通常のバックアップに加えて遠隔地にもバックアップします。（4-3-4-1、4-3-4-2）
	対象
	取得方法
	頻度
	保管先
	遠隔地
	保管期間
	担当

	（記入例）ファイルサーバ
	NASへ自動
	毎日 22時
	社内NAS
	クラウドへ週1
	30世代
	総務 ○○

	（記入例）会計データ
	クラウドサービスの自動バックアップ
	毎日
	サービス側
	サービス側（別リージョン）【要確認】
	7年
	経理 ○○

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	



補足：ランサムウェアに備えて、バックアップの少なくとも1つは、普段の業務ネットワークから切り離された場所（オフラインまたは書き換えできない保存先）に置くことを推奨します。
2. リストア手順（対象ごとに作成）
バックアップ対象ごとに、次の様式でリストア（復元）手順を作成します。（4-3-4-3）
	対象
	【例：ファイルサーバ】

	手順書の作成者・作成日
	【氏名】／【YYYY/MM/DD】

	リストアを判断する人
	【役職・氏名】

	事前に必要なもの
	【例：管理者アカウント、NASの管理画面URL、復元先の空き容量】

	作業時間の目安
	【例：1TBあたり約○時間】



1. 影響範囲を確認する（どのフォルダ・データを、いつの時点に戻すか）
1. 復元先を決める（元の場所に上書きするか、別の場所に復元するか）
1. 【バックアップ製品・サービス名】の管理画面にログインする
1. 復元する世代（日時）を選び、復元を実行する
1. 復元したデータを開いて、内容が正しいことを確認する
1. 作業結果を下の「リストア実施・テスト記録」に記録する
3. リストア実施・テスト記録
実際にリストアしたとき、またはリストアのテストをしたときに記録します。年1回以上のテストを推奨します。
	実施日
	対象
	種別
	結果
	所要時間
	実施者

	【YYYY/MM/DD】
	
	□テスト　□実施
	□成功　□失敗
	
	

	
	
	□テスト　□実施
	□成功　□失敗
	
	



改定履歴
	版
	改定日
	改定内容
	承認者

	1.0
	【YYYY/MM/DD】
	制定
	【氏名】
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